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家
庭
用
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
式
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
エ
コ
ウ
ィ
ル
）
、
地
中
熱

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
い
ず
れ
か
一
つ

●
補
助
金
額
＝
上
限
45
万
円

●
申
込
期
限
＝
平
成
26
年
１
月
31
日

●
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
問
）
環
境
企
画
課
２
１
４
・
８
２
３
２

仙
台
☆
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
補
助
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

「
太
陽
光
発
電
＋
蓄
電
池
等
＋
省
エ
ネ

機
器
」
を
３
点
セ
ッ
ト
で
導
入
す
る
方
を

支
援
し
ま
す
。

●
対
象
＝
市
内
の
居
住
用
住
宅
に
次
の
①

～
③
の
全
て
を
導
入
す
る
方
／
①
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
／
②
蓄
電
池
ま
た
は
ビ
ー

ク
ル
・
ト
ゥ
・
ホ
ー
ム
（
Ｖ
２
Ｈ
）
／
③

家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）
、

 

　

「
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

ご
み
を
出
す
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
語
る
の
は
、
13
年
間
に
も
渡
っ
て
推
進
員
を
務
め

て
き
た
石
垣
吉
夫
さ
ん
。
集
積
所
を
い
つ
も
き
れ
い

に
し
て
、
管
理
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る

よ
う
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

町
内
の
集
積
所
は
、
こ
の
地
域
が
区
画
整
理
さ
れ

た
時
に
整
備
さ
れ
た
、
物
置
型
の
立
派
な
も
の
。
石

垣
さ
ん
は
、
さ
ら
に
使
い
勝
手
を
良
く
す
る
た
め
に
、

木
製
の
掲
示
板
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
こ
の
掲
示
板

に
は
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
画
び
ょ
う
で
固
定
す
る
の
で
、

取
り
替
え
る
と
き
に
シ
ー
ル
の
よ
う
に
跡
が
残
ら
ず
、

集
積
所
を
汚

す
心
配
が
な

い
の
だ
と
か
。

　

「
費
用
は

町
内
会
費
で

賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
に

は
、
き
れ
い
な
ま
ち
に
す
る
た
め
の
必
要
経
費
だ
と

理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
石
垣
さ
ん
。
「
集

積
所
用
の
土
地
を
、
町
内
会
で
有
料
で
借
り
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
石
垣
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
環
境
整
備
と
並

行
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
環
境
意
識
を
高
め
る
取

り
組
み
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、
他
の
推

進
員
の
方
と
手
分
け
し
て
、
全
集
積
所
の
排
出
状
況

を
調
査
。
そ
の
結
果
を
報
告
書
に
ま
と
め
て
回
覧
し

て
い
る
ほ
か
、
石
垣
さ
ん
が
考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
標

語
と
と
も
に
チ
ラ
シ
に
し
て
、
集
積
所
に
掲
示
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
会
行
事
の
際
に
出
た
ご
み

は
、
参
加
者
に
そ
の
場
で
分
別
し
て
も
ら
っ
て
、
分

別
ル
ー
ル
の
啓
発
も
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
地
域
の
方
か
ら
の
『
ご
く
ろ
う
さ
ま
』
の
一
言

が
何
よ
り
の
励
み
」
と
話
す
石
垣
さ
ん
。
そ
の
言
葉

か
ら
、
地
域
へ
の
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

青葉環境事業所　　２７７―５３００

宮城野環境事業所　２３６―５３００

若林環境事業所　　２８９―２０５１

太白環境事業所　　２４８―５３００

泉環境事業所　　　７７３―５３００

○●○編集後記○●○

◆平成４年２月にモデル事業としてスタートしたクリーン

仙台推進員制度は、今年で22年目。前期から引き続き担

当することになりました。よろしくお願いします。（包）

◆推進員事業を担当して、はや１年。皆さんの普段の活動

やその苦労を聞くたび、頭の下がる思いでした。皆さんの

一助となれるよう、精一杯がんばります。（相澤）

●　編集・発行　仙台市環境局廃棄物管理課

●　電　　　話　２１４－８２２７

こんにちは推進員さん  
活動報告会を開催しました 
各区で排出実態調査報告会＆交流会を開催しました
仙台市環境局からのお知らせ 

１Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

３～４Ｐ

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」

環境事業所の電話番号
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こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

「
大
切
な
の
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も

ら
え
る
環
境
の
整
備
と
意
識
の
啓
発
」

柳
生
南
町
内
会

クリーン仙台推進員の平成25年度

行事予定が決まりました

　各行事は、郵送にてご案内いたします。ぜひ

ご参加ください。

※実施時期は、変更する場合があります。

※対象は全て推進員です。なお、「仙台メビウス通

信」は、メイト・町内会長にも送付します。

※ごみ集積所排出実態調査のご案内は、推進員あて

に郵送いたしますが、調査実施の際は、メイト・ご

町内の方々もご協力いただければ幸いです。

実施時期

９月

排出実態調査報告会（区ごとに開催）

活動報告書の提出 ３月

主な行事

グループ学習会「初めの一歩編」

ごみ集積所排出実態調査 10月  

環境施設見学会 10～11月

ごみ分別研修会（区ごとに開催） 10～11月

グループ学習会「広報編」 １月

２～３月

９・12・３月仙台メビウス通信の発行

震災廃棄物等の処理状況をお知らせします
　東部沿岸地区に「がれき搬入場」を整備し、場内の仮

設焼却炉等で、震災廃棄物等の処理を進めています。現

在、発災当初の目標「平成25年度末までの震災廃棄物

等の処理完了」に向けて、順調に進捗しています。

発生量（推計値）

処理量

処理率

135万トン 130万トン

震災廃棄物 津波堆積物

■今後の処理の見通し

・平成25年９月　 焼却処理完了

　　　　　　　　  （仮設焼却炉を順次撤去）

・平成25年内　　 リサイクル・最終処分完了

・平成26年３月　 がれき搬入場の原状復旧完了

（問）震災廃棄物対策室２１４－８６７９

■処理状況（平成25年5月31日現在）

※このほか、石巻ブロック（石巻市・東松島市・女川町）のが

れき（木くず等）５万トンを受け入れ、焼却処理しました。

▲石垣さん（左）と後任の高橋陸男さ

ん。石垣さんは本年６月の任期満了を

もって引退しましたが、地域への思い

は、高橋さんへ引き継がれています

115万トン 67万トン

52％85％

▲集積所に掲示したチラシ。地域の方

に見てもらうため、標語は毎回変更して、

マンネリ化を防止

この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。
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に
つ
い
て
も
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
参
加
者
を
代
表
し
て
、
同
じ

グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
た
６
名
か
ら
、
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
は

「
グ
ル
ー
プ
活
動
を
振
り
返
る
と
、
や

る
気
が
湧
い
た
り
、
あ
き
ら
め
そ
う
に

な
っ
た
り
と
、
心
に
は
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
落
ち
込
ん
だ

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
の
仲

間
か
ら
の
励
ま
し
で
奮
起
し
、
再
び
挑

戦
し
て
問
題
を
解
決
で
き
ま
し
た
」
と

い
っ
た
体
験
談
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
名
掛
丁
東
名
会
（
宮
城
野

区
）
の
渡
邊
昭
男
推
進
員
か
ら
、
「
楽

し
み
を
見
つ
け
る
」
「
地
域
の
方
々
を

巻
き
込
む
」
「
地
域
の
方
々
に
知
っ
て

も
ら
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
、
普
段

の
活
動
の
様
子
を
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぶ
り
の
渡
邊

さ
ん
の
話
で
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

締
め
く
く
り
に
は
、
毎
年
10
月
に

行
っ
て
い
る
「
ご
み
集
積
所
排
出
実
態

調
査
」
に
つ
い
て
、
環
境
局
か
ら
説
明
。

集
積
所
に
出
さ
れ
る
ご
み
の
実
態
を
調

べ
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
推
進

員
の
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
展
示
の
部
」
で
は
、
区
ご

と
に
、
推
進
員
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
を
パ
ネ
ル
に
展
示
。
会
場
で

は
、
パ
ネ
ル
前
で
説
明
し
て
い
る
推
進

員
に
質
問
し
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
の
写
真

を
撮
っ
た
り
す
る
参
加
者
の
姿
や
、
推

進
員
有
志
で
活
動
す
る
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
ラ
ベ
ル
は
が
し
実
行
委
員
会
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
、
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら

作
ら
れ
る
商
品
を
見
な
が
ら
、
熱
心
に

説
明
に
聞
き
入
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬
に
か
け
て
、

昨
年
の
ご
み
集
積
所
排
出
実
態
調
査
に

参
加
し
た
推
進
員
を
対
象
に
、
区
ご
と

に
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
各
環
境
事
業
所
か
ら
、
グ
ラ

フ
や
写
真
を
交
え
、
市
全
体
の
状
況
と

比
較
し
な
が
ら
、
区
の
特
徴
な
ど
を
報

告
し
た
後
、
分
別
で
注
意
し
て
ほ
し
い

点
の
再
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
参
加
者
同
士
で
自
由
に
話

し
合
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
「
他
の
地
域
の
取
り
組
み

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
2
月
19
日
、
仙
台
市
民
会

館
で
、
「
ク
リ
ー
ン
仙
台
推
進
員
活
動

報
告
会
」
を
開
催
し
、
推
進
員
と
メ
イ

ト
合
わ
せ
て
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
報
告
会
は
セ
ミ
ナ
ー
と
展

示
の
２
部
構
成
で
、
前
任
期
（
平
成
23

年
７
月
～
25
年
６
月
）
の
活
動
の
総
ま

と
め
と
し
て
、
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

「
セ
ミ
ナ
ー
の
部
」
で
は
、
始
め
に
、

昨
年
６
月
か
ら
半
年
間
に
渡
っ
て
実
施

し
た
、
グ
ル
ー
プ
学
習
会
「
や
っ
て
み

よ
う
編
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
該
学
習
会
の
講
師
を
お
願

い
し
た
、
地
域
社
会
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ

の
遠
藤
智
栄
氏
が
概
略
を
説
明
。
併
せ

て
「
課
題
を
見
つ
け
る
→
解
決
策
を
考

え
る
→
実
践
す
る
→
振
り
返
る
」
と
い

う
、
学
習
会
で
体
験
し
た
プ
ロ
セ
ス
が

地
域
活
動
に
お
い
て
も
大
切
で
あ
る
こ

と
や
、
グ
ル
ー
プ
で
合
意
す
る
際
の
優

先
順
位
の
決
め
方
、
皆
で
決
め
た
計
画

を
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
の
重
要
性

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

使
用
済
み
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を

　

家
庭
で
使
用
さ
れ
た
て
ん
ぷ
ら
油
な

ど
の
食
用
油
を
回
収
し
て
、
収
集
車
両

の
燃
料
な
ど
と
な
る
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
に
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
排
出
方
法
＝
５
０
０
ml
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
れ
、
各
店
舗
に
設
置
し
た
専

用
ボ
ッ
ク
ス
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
回
収
店
舗
＝
み
や
ぎ
生
協
の
６
店
舗
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活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
桜
ケ
丘
店

榴
岡
店

高
砂
駅
前
店

南
小
泉
店

富
沢
店

高
森
店

青
葉
区
桜
ケ
丘
２-

19-

１

宮
城
野
区
榴
岡
５-

10-

10

宮
城
野
区
高
砂
２-

２-

５

若
林
区
中
倉
２-

３-

12

太
白
区
富
沢
南
１-

９-

５

泉
区
高
森
８-

53-

47

店
舗
名

所
在
地

ごみの減量にご協力ください
　昨年度の家庭ごみ量は、震災の影響等で大幅に

増加した平成23年度に比べて、約4,000トンの

減量となりましたが、震災前の平成21・22年度

と比べると、依然として多い状況が続いています。

　ごみの減量には、市民の皆さん一人一人の日頃

の行動の積み重ねが大切です。家庭ごみのうち約

４割が、分別すればリサイクルできる資源です。

引き続き、ごみの適正な排出や減量・リサイクル

に向けた地域の皆さんへの啓発に、ご協力をお願

いします。

（
問
）
ご
み
減
量
推
進
課
２
１
４
・
８

２
２
９

■ごみ量の推移

万トン

年度

※生活ごみ＝家庭ごみや資源ごみ（紙類、プラスチッ

ク類、缶・びん類等）、粗大ごみの合計

（問）ごみ減量推進課２１４－８２３０

◆市民向けの環境出前講座の情報を提供し
ます～環境出前講座ネットワーク

　大学等が実施する、環境に関する講座の内

容・対象・お問い合わせ窓口などを集約し、

まとめています。

　市ホームページでご覧いただけるほか、環

境交流サロン（市役所一番町仮庁舎〔小田急

仙台ビル〕９階）、区役所総合案内、総合支

所などでパンフレットを配布しています。

（問）環境交流サロン２１４－１２３３

◆ごみの減量やリサイクルに関する研修に
講師を派遣します～３Ｒ講師派遣事業

　古布や牛乳パックを利用した手工芸品作り

や風呂敷の活用方法、ごみを出さない料理体

験など、さまざまな講座を用意しています。

講座内容など詳しくは、同封のチラシ「３Ｒ

講師派遣事業」をご覧ください。

（問）ごみ減量推進課２１４－８２３０

地域の皆さんへの環境学習に

ご活用ください

講師への謝礼金・旅費は不要です

（会場費・材料費は実費負担）

※上記以外にも利用可能なものがあります。

詳しくは、同封のチラシ「エコイベント・

３R学習を支援します！」をご覧ください。
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▲力作ぞろいのポスターやチラシに

見入る、参加者の皆さん

！

▲学習会参加者

代表の皆さん　

　講師の遠藤さ

ん(右)と渡邊推

進員

▲
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■家庭ごみの内訳（平成24年度）　※速報

資源化

可能なごみ

44%
生ごみ

35%

その他

21%

プラスチック類

 ９%

缶・びん類 １%

布類 ５%

紙類

29%


